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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙幣を取り扱う紙幣取扱装置において、
　紙幣を入出金する入出金部と、
　前記紙幣取扱装置に着脱可能であって、前記入出金部から入金される紙幣又は前記入出
金部から出金する紙幣を収納する複数の収納庫と、
　前記収納庫の着脱を検出するセンサと、
　前記センサの検出結果に対応して、前記収納庫が前記紙幣取扱装置から取り外されてい
るという情報を記憶する記憶部と、
　前記入出金部と前記複数の収納庫とを接続し、紙幣を搬送する搬送路と、
　制御部とを具備し、
　前記複数の収納庫は、該収納庫内に収納された紙幣を押圧する押板を有し、
　前記制御部は、前記記憶部に前記収納庫が前記紙幣取扱装置から取り外されているとい
う情報を記憶している場合に、前記センサが、該収納庫が前記紙幣取扱装置に装着されて
いることを検出すると、該収納庫が装着されていることに応じて該装着された収納庫内の
前記押板を駆動して該収納庫に収納されている紙幣の紙幣量を検出することを特徴とする
紙幣取扱装置。
【請求項２】
　請求項１記載の紙幣取扱装置において、
　前記収納庫に収納された紙幣の紙幣量が少ないことを検出する残量少検出部を有し、
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　前記残量少検出部が前記収納庫の前記押板を検出したとき、前記制御部は、その残量少
に基づく紙幣量を報告することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項３】
　請求項１記載の紙幣取扱装置において、
　前記収納庫に収納された紙幣の紙幣量が満杯であることを検出する満杯検出部を有し、
　前記満杯検出部が前記収納庫の前記押板を検出したとき、前記制御部は、その満杯に基
づく紙幣量を報告することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項４】
　請求項１記載の紙幣取扱装置において、
　前記収納庫に収納された紙幣の紙幣量が少ないことを検出する残量少検出部と、
　前記収納庫に収納された紙幣の紙幣量が満杯であることを検出する満杯検出部とを有し
、
　前記残量少検出部及び前記満杯検出部が前記収納庫の前記押板を検出しなかったとき、
前記制御部は、残量少に基づく紙幣量と満杯に基づく紙幣量との和を半分に割って算出し
、その算出した紙幣量を報告することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項５】
　請求項１記載の紙幣取扱装置において、
　前記複数の収納庫が前記装置にセットされているか否かを検出する収納庫検出部を有す
ることを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項６】
　請求項５記載の紙幣取扱装置において、
　前記収納庫検出部によって前記収納庫が再度セットされたことを検出したとき、前記制
御部は、前記収納庫が再度セットされたことを記憶すると共に前記複数の収納庫固有に割
り当てられた収納庫情報を取得することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項７】
　請求項６記載の紙幣取扱装置において、
　前記制御部は、前記収納庫から取得する前記収納庫情報に、紙幣の枚数が入力されてい
るか否かを判断することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項８】
　請求項７記載の紙幣取扱装置において、
　前記収納庫情報に入力された紙幣の枚数が含まれていない場合、前記制御部は、入力忘
れの旨を表示することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項９】
　請求項７記載の紙幣取扱装置において、
　前記制御部は、前記収納庫から取得する入力された紙幣枚数と、前記押板を駆動して得
られた紙幣量とを比較することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の紙幣取扱装置において、
　前記比較が所定の範囲内であれば、前記制御部は、前記収納庫に収納された紙幣量とし
て、前記収納庫から取得する紙幣枚数で在高を更新することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項１１】
　請求項９記載の紙幣取扱装置において、
　前記比較が所定の範囲外の場合、前記制御部は、前記収納庫から取得する紙幣枚数の再
入力指示を表示することを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項１２】
　請求項１記載の紙幣取扱装置において、
　前記複数の収納庫の一部又は全部が前記装置に再セットされたことに起因して、
　前記制御部は、再セットされた収納庫からその収納庫を識別する識別情報を取得し、予
め登録された各収納庫の情報と適合するか否かを判断することを特徴とする紙幣取扱装置
。
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【請求項１３】
　請求項１２記載の紙幣取扱装置において、
　前記制御部が前記収納庫から取得する識別情報には、収納庫のタイプを示すタイプ情報
又は収納庫が収納する紙幣の金種情報を含むことを特徴とする紙幣取扱装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は紙幣取り扱い装置にかかり、特に紙幣収納庫を着脱して運用することのできる紙
幣取り扱い装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
特開平１１－１７５８０１号公報には、入出金口、搬送路、紙幣判別部、一時保管庫およ
び紙幣収納庫を備えた紙幣取り扱い装置が示されている。また、該紙幣取り扱い装置にお
ける紙幣収納庫は、入金庫、出金庫、リサイクル庫、装填・回収庫等で構成され、これら
で構成する前記紙幣収納庫は紙幣取り扱い装置に対して着脱自在に取り付けることが示さ
れている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前記従来の紙幣取り扱い装置においては、紙幣収納庫を紙幣取り扱い装置に対して着脱し
た場合、前記紙幣取り扱い装置は、自身に装着した収納庫内に存在する紙幣の枚数情報を
取得することができない。このため、係員が紙幣を充填して収納庫が満杯になっているに
もかかわらず、取引再開後に入金取引を実行して満杯の収納庫にさらに紙幣を収納しよう
として異常を発生することがある。また、係員が紙幣を回収して収納庫が空になっている
にもかかわらず、取引再開後に出金取引を実行して空の収納庫から紙幣を抽出しようとし
て異常を発生することがある。
【０００４】
また、紙幣収納庫を紙幣取り扱い装置に対して着脱した場合、前記紙幣取り扱い装置は、
自身に装着した収納庫の収納した金種（万円札、千円札など）あるいは収納庫のタイプ（
入金庫，出金庫，リサイクル庫など）に関する情報を取得することができない。このため
、異なる金種の収納庫が装着されたにもかかわらず、該収納庫から異なる紙幣を抽出しよ
うとしたり、異なる紙幣を収納しようとしたり、あるいは出金専用の収納庫に紙幣を収納
しようとしたり、入金専用の収納庫から紙幣を抽出しようとして異常を発生することがあ
る。
【０００５】
本発明は前記問題点に鑑みてなされたもので、装着した収納庫にかかる情報を取得し、係
員に連絡することができる紙幣取り扱い装置を提供する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記の課題を解決するために次のような手段を採用した。
【０００７】
　紙幣を取り扱う紙幣取扱装置において、紙幣を入出金する入出金部と、前記紙幣取扱装
置に着脱可能であって、前記入出金部から入金される紙幣又は前記入出金部から出金する
紙幣を収納する複数の収納庫と、前記収納庫の着脱を検出するセンサと、前記センサの検
出結果に対応して、前記収納庫が前記紙幣取扱装置から取り外されているという情報を記
憶する記憶部と、前記入出金部と前記複数の収納庫とを接続し、紙幣を搬送する搬送路と
、制御部とを具備し、前記複数の収納庫は、該収納庫内に収納された紙幣を押圧する押板
を有し、前記制御部は、前記記憶部に前記収納庫が前記紙幣取扱装置から取り外されてい
るという情報を記憶している場合に、前記センサが、該収納庫が前記紙幣取扱装置に装着
されていることを検出すると、該収納庫が装着されていることに応じて該装着された収納
庫内の前記押板を駆動して該収納庫に収納されている紙幣の紙幣量を検出する。
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【０００８】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施形態を図１ないし図１０を用いて説明する。図１は本発明の実施形態
にかかる紙幣取り扱い装置を示す図、図２は紙幣取り扱い装置の制御ブロックを示す図で
ある。これらの図において、１は入出金部、２は紙幣を紙幣取り扱い装置内の各所に搬送
する紙幣の搬送路、３は紙幣の真偽、金種等を判別し、紙幣を出金に適する紙幣（正券）
および出金に適さない紙幣（リジェクト券）を判別する紙幣判別部、４は巻き取り式の紙
幣一時保管庫、５は紙幣収納庫、６は紙幣収納庫５内に装着したで押板であり、電動機等
により駆動して紙幣を押圧しまた、押圧を解除する。押板６は押板６の位置を検出する押
板位置カウンタを備え、該カウンタの計数値により押板位置（押圧したときは紙幣枚数）
を検出することができる。７は紙幣の搬送路中に配置した通過センサであり、紙幣の通過
を検出する。８は紙幣の搬送方向を切り換えるゲート、９は前記リジェクト券と判定した
紙幣を収納するリジェクト券収納庫、１０は紙幣取り扱い装置の筐体、１０ａは筐体１０
に形成した紙幣収納庫の装着部、１１は筐体１０の扉、１２は扉１１の開閉を検出する開
閉検出センサ、１３は収納庫が装着位置にあるか否かを検出する収納庫定位置検出センサ
、１４は押圧検出センサ、１５は収納庫内の紙幣が空であることを検出する空検出センサ
、１６、１７は押板６を検出して、後述する押板位置カウンタを更正する押板センサであ
り、センサ１７は紙幣の満杯位置にある押板を検出し、センサ１６は紙幣の残量少位置に
ある押板を検出する。なお、前記押板位置カウンタは押板の位置を検出し、この検出位置
に基づいて紙幣枚数を検出することができる。１８は入出金部の入り口に設けたシャッタ
、１９は入出金を押圧保持する入出金部押板、２０は係員が操作するパネルキーであり、
紙幣取扱装置を単体で動作させるときに動作指示を入力する。２１はパネルキー２０の操
作状態を表示するカウンタである。
【０００９】
１０１は紙幣取り扱い装置の上位装置、１０２は上位装置１０１と接続する上位回線接続
部、１０３は搬送路を駆動する駆動モータの制御部、１０４は搬送路位置計数部であり、
搬送路の移動量を計数する。１０５はセンサ制御部であり、紙幣の通過を検出する通過セ
ンサおよび扉の開閉を検出する扉開閉検出センサ等のセンサを制御する。１０６はゲート
制御部であり、通過センサ７の検出信号および搬送位置計数部が計数した搬送路の移動量
をもとにゲート８を切り換える。１０７は入出金部を制御する入出金部制御部、１０８は
一時保管庫４を制御する一時保管庫制御部、１０９は押板６を駆動する押板駆動モータ制
御部、１１０は押板６の移動量を計数する押板移動量計数部、１１１は紙幣取り扱い装置
各部を制御する主制御装置、１１２は主記憶部、１１３は紙幣判別部制御部１１４と接続
する紙幣判別部回線制御部、１１４は紙幣判別部３の制御部である。１１５は収納庫記憶
部１１６と接続する収納庫回線制御部、１１６は収納庫に取り付けた収納庫記憶部であり
、収納庫を識別するための情報を記録する。
【００１０】
この紙幣取り扱い装置を用いて入金取引をする場合、利用者は、まず、入出金部１に紙幣
を挿入する。紙幣を挿入すると入出金部１は紙幣を１枚ずつ分離して搬送路に繰り出す。
紙幣判別部３は搬送される紙幣の真偽、金種等を判別し、紙幣を出金に適する紙幣（正券
）および出金に適さない紙幣（リジェクト券）を判別して、紙幣の収納先を決定する。な
お、紙幣判別部により受け入れ不可と判別した紙幣は入出金部に戻して利用者に引き取り
を促す。受け入れ可と判別した紙幣は、巻き取り式の一時保管庫４に一時的に巻き取って
保管する。次いで収納庫５内の押板を駆動して紙幣の収納スペースを確保する。次いで前
記巻き取り式の一時保管庫４を逆転駆動して搬送路２上に紙幣を繰り出し、搬送路２によ
り搬送する。搬送する紙幣は搬送路２上の通過センサ７で監視し、紙幣毎の収納先にした
がってゲート８を切り替える。すなわち、紙幣判別部３により正券と判定した紙幣は収納
庫５に収納し、リジェクト券と判定した紙幣はリジェクト券収納庫９に収納する。
【００１１】
入金取引を何度か繰り返した後、収納庫５が満杯となった場合、係員は紙幣取り扱い装置
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の筐体１０の扉１１を開け、満杯の収納庫５を装着部１０ａから取り出して紙幣を回収す
る。次いで、空あるいは紙幣を一部残した状態で収納庫１０を筐体内の装着部に戻し、扉
１１を閉めて運用を再開する。
【００１２】
出金取引をする場合、紙幣取り扱い装置は、指定した金種の収納庫５から紙幣を分離して
搬送路２上に繰り出す。紙幣判別部３は搬送される紙幣の金種，真偽等を判定し、リジェ
クト券と判定した紙幣は巻き取り式の一時保管庫４に一時的に保管し、正券と判定した紙
幣のみを入出金部１に搬送する。その後、前記一時保管庫４に保管したリジェクト券をリ
ジェクト券収納庫９に収納する。
【００１３】
出金取引を何度か繰り返した後、収納庫５が空となった場合、係員は筐体１０の扉１１を
開け、空の収納庫５を取り出して該収納庫５に紙幣を詰め込んだのち、装着部１０ａに収
納庫５を戻し、扉１１を閉めて運用を再開する。なお、収納庫５を戻すことなく扉１１を
閉めて運用を再開することもできる。
【００１４】
図３ないし図５は紙幣残枚数を算出する際の主制御部１１１の処理を示す図、図６は、紙
幣残枚数を算出する際の押板６の操作を示す図である。図６において、（ａ）は、押板の
前進駆動を説明する図であり、押板駆動モータ制御部１０９は押板駆動モータを制御して
、押板を（ｄ）に示す紙幣収納位置（▲１▼）から押圧検出センサ１４により紙幣の押圧
を検出する位置（▲２▼）まで前進駆動する。（ｂ）押板の後進駆動を説明する図であり
、押板駆動モータ制御部１０９は押板駆動モータを制御して、押圧検出センサ１４により
紙幣の押圧の解除を検出する位置（▲３▼）まで後進駆動する。（ｃ）は押板の停止位置
を示す図である。（ｄ）は押板位置センサの検出出力、および押板位置カウンタの計数出
力を説明する図である。図に示すように紙幣残枚数が満杯位置（Ｂ）および残枚数少位置
（Ａ）においてセンサ検出出力が反転する。
【００１５】
図３のステップ２０１において、主制御部１１１はセンサ制御部１０５から受信したセン
サ情報から扉１１の開閉を監視し、扉の開を検出するとステップ２０２に進む。ステップ
２０２において、主記憶部１１２を参照して、収納庫を装着位置から取り外したこと、す
なわち後述するように定位置外れを記憶しているか否かを検索する。定位置外れを記憶し
ている場合はステップ２０３に進み、そうでない場合はステップ２０５に進む。ステップ
２０３において、収納庫が装着位置から外れているすなわち定位置外れであるか否かを判
定する。定位置外れであればステップ２０４に進み、そうでなければステップ２０７に進
む。ステップ２０４において、定位置はずれを主記憶部１１２に記憶する。ステップ２０
５において収納庫が装着位置すなわち定位置にあるか否かを判定する。定位置にある場合
はステップ２０６に進み、そうでない場合はステップ２０７に進む。ステップ２０６にお
いて、収納庫が装着位置に戻されたこと、すなわち収納庫の再装着を主記憶に記憶する。
ステップ２０７において、扉の閉を検出したか否かを判定する。扉の閉を検出した場合は
ステップ２０８に進み、そうでない場合はステップ２０２に進む。ステップ２０８におい
て、主記憶１１２を検索して収納庫再装着の記録の有無を判定し、記録があればステップ
２０９に進み、そうでなければステップ２３０に進む。ステップ２３０において、主記憶
部１１２を検索して定位置外れの記録があればステップ２３１に進み、そうでなければ処
理を終了する。ステップ２３１において、収納庫が装着されていないことを上位装置１０
１に報告する。上位装置１０１は係員に収納庫が装着されていないことを表示して確認さ
せる。
【００１６】
ステップ２０９において、押板駆動モータを制御して、例えば図６（ｄ）の位置（▲４▼
）にある押板を前進駆動する。ステップ２１０において、押圧を検出したか否かを判定す
る。押圧を検出した場合はステップ２１３に進み、そうでない場合はステップ２１１に進
む。ステップ２１１において、満杯位置（Ｂ）あるいは残枚数少位置（Ａ）に配置した押
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板センサが押板を検出したか否かを判定する。押板を検出した場合はステップ２１２に進
み、そうでない場合はステップ２１０に進む。ステップ２１２において、押板位置カウン
タの計数値を前記満杯位置（Ｂ）あるいは残枚数少位置（Ａ）のカウンタ値に更正する。
【００１７】
ステップ２１３において、押板の前進駆動を停止し、ステップ２１４において、一定時間
動作を遅延させたのち、ステップ２１５において、押板の後進駆動を開始する。ステップ
２１６において、押圧解除を検出したか否かを判定する。押圧解除を検出した場合はステ
ップ２１９に進み、そうでない場合にはステップ２１７に進む。ステップ２１７において
、満杯位置（Ｂ）あるいは残枚数少位置（Ａ）に配置した押板センサが押板を検出したか
否かを判定する。押板位置を検出した場合はステップ２１８に進み、そうでない場合はス
テップ２１６に進む。ステップ２１８において、押板位置カウンタの計数値を前記満杯位
置（Ｂ）あるいは残枚数少位置（Ａ）のカウンタ値に更正する。ステップ２１９において
、押板の後進駆動を停止する。
【００１８】
ステップ２２０において、空検出センサ７が収納庫内の紙幣が空であることを検出したか
否かを判定し、検出した場合はステップ２２１に進み、そうでない場合はステップ２２２
に進む。ステップ２２１において、紙幣の残枚数を零に設定する。ステップ２２２におい
て、押板位置カウンタの計数値を補正したか否かを判定し、補正した場合はステップ２２
３に進み、そうでない場合はステップ２２４に進む。ステップ２２３において、紙幣の残
枚数をカウンタの計数値に設定する。ステップ２２４において、残枚数少位置（Ａ）に配
置した押板検出センサ出力が「Ｈ」レベルで、満杯位置（Ｂ）に配置した押板検出センサ
出力が「Ｌ］レベルであるか否かを判定する。判定結果が真であればステップ２２５に進
み、そうでなければステップ２２６に進む。ステップ２２５において、紙幣の残枚数を残
枚数少位置（Ａ）に相当する枚数Ａに設定する。ステップ２２６において、残枚数少位置
（Ａ）に配置した押板検出センサ出力が「Ｌ」レベルで、満杯位置（Ｂ）に配置した押板
検出センサ出力が「Ｈ］レベルであるか否かを判定する。判定結果が真であればステップ
２２７に進み、そうでなければステップ２２８に進む。ステップ２２７において、紙幣の
残枚数を満杯位置（Ｂ）に相当する枚数Ｂに設定する。ステップ２２８において、紙幣の
残枚数を残枚数＝（Ａ＋Ｂ）／２として暫定的に算出する。すなわち、これらの場合はカ
ウンタの補正が行われていないため、紙幣枚数を暫定的にＡ、Ｂまたは（Ａ＋Ｂ）／２と
する。ステップ２２９において、計数または算出した残枚数あるいは、空、残量少、満杯
などの残量状況を上位装置１０１に報告する。上位装置１０１は、この報告をもとに紙幣
の残量状況を表示して係員に確認させたり、紙幣取扱装置の顧客あるいは収納庫に対する
入出金を制御する。
【００１９】
図７は再装着された収納庫を認識するための主制御部の処理を示す図である。ステップ３
０１において、紙幣取り扱い装置の起動後、主制御部１１１は収納庫回線制御部を制御し
て、収納庫記憶部１１６に記憶した収納庫識別情報（例えば、入金庫、出金庫、リサイク
ル庫というような収納庫のタイプ情報、あるいは前記収納庫が格納する万円札、千円札、
ＵＳドル札というような金種情報）を取得する。ステップ３０２において、取得した収納
庫識別情報を主記憶部１１２に記憶する。ステップ３０３において、扉１１の開閉を監視
し、扉の開を検出するとステップに進む。ステップ３０４において、主記憶部１１２を参
照して、収納庫の定位置外れを記憶しているか否かを検索する。定位置外れを記憶してい
る場合はステップ３０５に進み、そうでない場合はステップ３０９に進む。ステップ３０
５において、収納庫が装着位置から外れているすなわち定位置外れであるか否かを判定す
る。定位置外れであればステップ３０６に進み、そうでなければステップ３０９に進む。
ステップ３０６において、定位置はずれを主記憶部１１２に記憶する。ステップ３０７に
おいて、収納庫が装着位置すなわち定位置にあるか否かを判定する。定位置にある場合は
ステップ３０８に進み、そうでない場合はステップ３０９に進む。ステップ３０８におい
て、収納庫が装着位置に戻されたこと、すなわち収納庫の再装着を主記憶に記憶する。ス
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テップ３０９において、扉の閉を検出したか否かを判定する。扉の閉を検出した場合はス
テップ３１０に進み、そうでない場合はステップ３０４に進む。
【００２０】
ステップ３１０において、主記憶１１２を検索して収納庫再装着の記録の有無を判定し、
記録があればステップ３１１に進み、そうでなければ処理を終了する。ステップ３１１に
おいて、収納庫回線制御部１１５を制御して収納庫識別情報記憶部１１６に記憶した収納
庫識別情報を取得する。ステップ３１２において、取得した収納庫識別情報が着脱の前後
で異なっているかを判定する。収納庫識別情報が異なる場合はステップ３１３に進み、そ
うでない場合は処理を終了する。ステップ３１３において、更新された収納庫識別情報を
主記憶部１１２に記憶する。ステップ３１４において、更新された収納庫識別情報を上位
装置１０１に報告する。上位装置１０１は、装着されている収納庫の構成を表示して、収
納庫を誤って装着していないか係員に確認させる。
【００２１】
図８ないし図９は、収納庫識別情報記憶部に収納庫識別情報を記憶するための主制御部の
処理を示す図である。ステップ４０１において、パネルキー２０の「Ａ」キーがオンされ
るのを待つ。「Ａ」キーがオンされるとステップ４０２に進む。ステップ４０２において
、「Ｇ」キーが押下されたか否かを検出する。「Ｇ」キーが押下された場合はステップ４
０３に進み、そうでない場合はステップ４０４に進む。ステップ４０３において、例えば
カウンタ２１の上位桁のカウント値Ｘを「１」増加する。ステップ４０４において、「Ｈ
」キーが押下されたか否かを検出する。「Ｈ」キーが押下された場合はステップ４０５に
進み、そうでない場合はステップ４０６に進む。ステップ４０５において、例えばカウン
タ２１の下位桁のカウント値Ｙを「１」増加する。ステップ４０６において、「Ｃ」キー
が押下されたか否かを検出する。「Ｃ」キーが押下された場合はステップ４１０に進み、
そうでない場合はステップ４０７に進む。ステップ４０７において、「Ａ」キーがオフさ
れたか否かを検出する。「Ａ」キーがオフされた場合は処理を終了し、そうでない場合は
ステップ４０２に進む。
【００２２】
ステップ４１０において、収納庫識別情報設定モードであるか否かを判定する。収納庫識
別情報設定モードであればステップ４１３に進み、そうでない場合はステップ４１１に進
む。ステップ４１１において、例えばＸ＝３かつＹ＝１に設定されているか否かを判定す
る。Ｘ＝３かつＹ＝１に設定されている場合はステップ４１２に進み、そうでない場合は
ステップステップ４０７に進む。ステップ４１２において、収納庫識別情報設定モードに
移行する。ステップ４１３において、収納庫識別情報を記憶させる対象となる収納庫の例
えば収納庫番号は設定済か否かを判定する。設定済であればステップ４１５に進み、そう
でなければステップ４１４に進む。ステップ４１４において、対象収納庫番号を設定する
（パネルキー２０のＧキー、およびＨキーを操作して入力した収納庫番号を主制御部に設
定する）。ステップ４１５において、収納庫のタイプ情報は設定済か否かを判定する。設
定済であればステップ４１８に進み、そうでなければステップ４１６に進む。ステップ４
１６において、収納庫回線制御部１１５に、例えば収納庫のタイプを入金庫とするタイプ
情報を（例えばコード０２）を記憶させるよう指示する。ステップ４１７において、タイ
プ情報を設定する（パネルキー２０のＧキー、およびＨキーを操作して入力したタイプ情
報を設定する）。ステップ４１８において、収納庫の金種情報は設定済か否かを判定する
。設定済であればステップ４０７に進み、そうでなければステップ４１９に進む。ステッ
プ４１９において、収納庫回線制御部１１５に、例えば収納庫の金種を千円札とする金種
情報（例えばコード０１）を記憶させるよう指示する。ステップ４２０において、金種情
報を設定する（パネルキー２０のＧキー、およびＨキーを操作して入力した金種情報を設
定する）。
【００２３】
図１０は、紙幣収納庫を着脱して運用する紙幣取扱装置において、装置内の在高を管理す
るための主制御部１１１の処理を示す図である。ステップ５０１において、主制御部１１
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１は、扉の開閉を監視し、扉の閉を検出したらステップ５０２に進む。ステップ５０２に
おいて、紙幣収納庫の再装着が主記憶部１１２に記録されているか検索し、記録していた
らステップ５０３に進み、記録していなかったら終了する。ステップ５０３において、運
用を再開時に係員により再装着した紙幣収納庫の紙幣枚数が入力されたかチェックし、入
力せずに運用を再開しようとした場合はステップ５０４に進み、入力された場合はステッ
プ５０５に進む。ステップ５０４において、紙幣枚数が入力されていないことを上位装置
１０１に伝送する。上位装置１０１は係員が紙幣枚数の入力を忘れていることを表示して
、係員に紙幣枚数を入力するようにガイダンスする。ステップ５０５において、係員によ
り入力された紙幣枚数と前記のように計数または算出した紙幣枚数を比較し、差が大きい
場合はステップ５０６に進み、差が小さい場合はステップ５０７に進む。ステップ５０６
において、再装着した紙幣収納庫の計数または算出した紙幣枚数より入力された紙幣枚数
が多すぎるあるいは少なすぎることを上位装置に伝送する。上位装置１０１は紙幣枚数を
入力し直すよう表示して係員にガイダンスする。ステップ５０７において、紙幣取扱装置
が管理する装置内の紙幣の在高を係員により入力された紙幣枚数に置き換える。ステップ
５０８において、更新した在高を上位装置に伝送する。
【００２４】
以上説明したように本実施形態によれば、装置の運用を中断して、係員が紙幣の補充、抜
き取り、収納庫の抜き取り、再装着等の操作を行った場合は、装置の運用を再開する前に
収納庫の紙幣残枚数あるいは残量状況をを算出し、上位装置に報告して残量状況を表示さ
せることができる。このため係員は着脱した収納庫紙幣残量を確認することができ、また
、紙幣取扱装置の誤動作を防止することができ、装置をダウンさせることなく、取引を継
続することができる。
【００２５】
また、係員がタイプの異なる収納庫、あるいは金種の異なる収納庫を装着した場合、運用
を再開する前に収納庫の構成を再認識し，上位装置に報告して収納庫の構成を表示させる
ことができる。このため係員は着脱した収納庫の種別を確認することができ、また、紙幣
取扱装置の誤動作を防止することができ、装置をダウンさせることなく、取引を継続する
ことができる。
【００２６】
また、タイプの異なる各種の収納庫あるいは各種の金種に対応可能であるため、各国通貨
に対しても速やかに対応することが可能である。
【００２７】
また、紙幣取扱装置を単体で動作させるときに使用するパネルキーを用いることで，収納
庫を識別するための情報（例えば、入金庫，出金庫，リサイクル庫等の収納庫のタイプ情
報、あるいは収納した金種（万円札、千円札、ＵＳドル札等）を表す金種情報）を収納庫
記憶部に簡単に記憶することができる。
【００２８】
また、係員が紙幣枚数を紙幣取扱装置に入力する手段を用いることで、収納庫を着脱して
も在高を管理することができる。
【００２９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、装着した収納庫にかかる情報を取得し係員に連絡で
きる紙幣取り扱い装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態にかかる紙幣取扱装置を示す図である。
【図２】紙幣取り扱い装置の制御ブロックを示す図である。
【図３】紙幣残枚数を算出する際の主制御部の処理を示す図である。
【図４】紙幣残枚数を算出する際の主制御部の処理を示す図である。
【図５】紙幣残枚数を算出する際の主制御部の処理を示す図である。
【図６】紙幣残枚数を算出する際の押板の操作を示す図である。
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【図７】装着した収納庫を認識するための主制御部の処理を示す図である。
【図８】収納庫識別情報記憶部に識別情報を記憶するための主制御部の処理を示す図であ
る。
【図９】収納庫識別情報記憶部に識別情報を記憶するための主制御部の処理を示す図であ
る。
【図１０】紙幣取扱装置の在高を管理するための主制御部の処理を示す図である。
【符号の説明】
１　入出金部
２　搬送路
３　紙幣判別部
４　紙幣一時保管庫
５　紙幣収納庫
６　押板
７　通過センサ
８　ゲート
９　リジェクト券収納庫
１０　筐体
１０ａ　装着部
１１　扉
１２　開閉検出センサ
１３　収納庫定位置検出センサ
１４　押圧検出センサ
１５　空検出センサ
１６，１７　押板センサ
１８　シャッタ
１９　入出金部押板
２０　パネルキー
２１　カウンタ
１０１　上位装置
１０２　上位回線接続部
１０３　駆動モータ制御部
１０４　搬送路位置計数部
１０５　センサ制御部
１０６　ゲート制御部
１０７　入出金制御部
１０８　一時保管庫制御部
１０９　押板駆動モータ制御部
１１０　押板移動量計数部
１１１　主制御部
１１２　主記憶部
１１３　紙幣判別部回線制御部
１１４　紙幣判別部制御部
１１５　収納庫回線制御部
１１６　収納庫記憶部
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